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小特集 九州・沖縄の多様性と農業農村整備

地下かんがいシステム（ララスイ）
水田の畑地化を図る。

●「水位調節機能」でほ場の汎用化。●水稲の直播栽培で低コスト農業を実現。●畑作の高品位・安定多収をサポート。

RaRaSui とは、暗渠管「トヨドレン」と地下かんがい機能付収納式水閘「RaRa水閘」、
汎用田型排水口「RaRa排水口」、地下かんがい機能付給水マス「RaRa給水マス」
を一体的に利用することで、作物に最適な田面及び地下水位調節が可能な地下かんがいシステムです。

〒103-8338　東京都中央区日本橋室町2-1-1　日本橋三井タワーTEL.03-5290-5545　FAX.03-5290-5709

札 幌 支 店：TEL（011）205-6868  FAX（011）205-6978  東 北 支 店：TEL(022)223-9214  FAX(022)713-6780
名古屋支店：TEL（052）561-1570  FAX（052）571-7843  福 岡 支 店：TEL(092)263-0837  FAX(092)263-0845

http://www.denka.co.jp/colgate/環境資材部

流量、流速を落とさない！

― 中山間農業用水路改修工事に最適 ―

●内面平滑でありながら、
　高い屈曲性能！
●受注生産品のエルボ使用量が
　減らせるため、工期短縮、　
　コスト削減可能。

フレキシブル内面平滑管（高密度ポリエチレン管）

トヨドレンダブルSP管



I. は じ め に

山形県戸沢村において，農村地域防災減災事業とし

て老朽化ため池の改修工事を実施している。平成 29

年度から事業着手しており，堤体，取水施設および洪

水吐を改修する計画で，令和4年度の完成を目指して

いる。

ため池諸元は，均一型，堤高12.2 m，堤頂長114.6

m，貯水量158,000 m3である。

洪水吐は平成 30 年度に改修済みで，令和元年度以

降は堤体および取水施設の改修を実施しているが，改

修に当たっては，ため池に厚く堆積した底泥を浚渫し

なければならない状況であった。

ため池の代表断面における底泥堆積状況を図-1に

示す。

ため池下部に設置されている土砂吐ゲートは，堆積

した底泥に埋没し機能しておらず，堤体および取水施

設の改修を行うためには，工事区域にかかる約 8,150

m3の底泥を浚渫，撤去しなければならない。

本報では，底泥の浚渫に当たり，底泥の土質を踏ま

え，搬出するための最適な改良工法を検討するととも

に，採用した工法の効果を報告する。

図-1 ため池の代表断面における底泥堆積状況

II. 底泥の状態と土質

ため池底泥の状態を写真-1に，粒度分布を図-2に

示す。

本ため池の底泥は，降雨等により含水比が高くなる

とヘドロ状となり，建設機械や運搬車両への付着がみ

られるほか，運搬車両への積載量が限られ，作業効率

が著しく低下する。粒径加積曲線をみると，細粒分含

有率が95.7％と高く，粘土，シルト分を多く含み，施

工する上で扱いに苦慮する土質であることがわかる。

図-2 ため池底泥土の粒度分布

写真-1 底泥土の状態

III. 底泥改良の検討

底泥を原土のままでは搬出できないことから，搬出

可能な状態に改良する必要があると判断した。

改良については，一般的に使用されるセメントおよ

び石灰に加え，高含水泥土改良剤MT-1，MT-2 の 4

材料による比較検討を行った。

MTシリーズは，(株)森環境技術研究所で開発され

た改良剤で，国土交通省の新技術情報提供システム
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（NETIS）に登録された技術である。MT-1 は泥土中

の水分を吸収し，パサパサとした性状に改良するのに

対し，MT-2 は泥土中の水分を吸収かつ粘性を向上さ

せ，モチモチとした性状に改良するという特徴を有し

ている。

各材料における底泥を搬出可能にするための添加量

については，ダンプトラック等に山積みできる状態を

目指し，建設廃棄物処理指針に示されているコーン指

数や，改良土の即時運搬に関する評価研究報告などに

示されているモルタルフロー試験によるフロー値を参

考に試験を行い決定した。

施工性，環境影響および経済性の面から相対的に比

較検討を行った結果を表-1に示す。

表-1 底泥改良材料の比較検討結果

添加材料 セメント 石灰 MT-1 MT-2

添加量 25 kg/m3 220 kg/m3 3.2 kg/m3 1.3 kg/m3

施工性 △ △ ○ ○

環境影響 △ △ ○ ○

経済性

(m3当たり施工単価)
2,400円 5,800円 2,800円 1,700円

施工性について，セメントおよび石灰は搬出可能な

状態に固化させるための添加量が多く，処理に時間を

要する。一方，MT-1 およびMT-2 は添加量が少量

かつ固化速度がセメントおよび石灰に比べて速い。

環境影響については，セメントおよび石灰は pHが

高いため，公共用水域内での作業にリスクが伴い，添

加作業時の粉じんの発生も課題となる。一方，MT-1

およびMT-2 は中性であることから，そのような環

境影響を伴わない。

経済性については，1m3当たりの材料費および撹拌

施工の単価を比較した。その結果，MT-2 が最も安価

となった。

以上の検討結果から，施工性，環境影響および経済

性において相対的に最も優れるMT-2 を採用するこ

ととした。

IV. 底泥改良の効果

本現場は山間部に位置しており，ため池へのアクセ

ス路は幅員 4 m程度の林道のみである上，ため池周辺

は傾斜地で，資材置き場や底泥のストックヤードも限

られている。

また，浚渫を行うため，ため池内に岩ずり圧入置換

による仮設工事用道路を設置しているが，進入路から

の高低差が大きく，ダンプトラックによる搬出入も困

難な状況となっている。

このような現場条件の中，MT-2 は底泥への添加量

が1.3 kg/m3と少量で，使用材料のストックヤードが

小さくて済む。また，添加撹拌してからの固化速度が

速く，本現場のような狭小な環境において作業効率が

向上するなどの効果が確認できた。本現場における

MT-2 による底泥改良状況を写真-2に示す。

写真-2 MT-2 による底泥改良状況

V. お わ り に

本現場で浚渫した改良底泥は，今後，堤体の築堤に

使用する計画である。また，改良した底泥を近隣農地

へ搬出し，圃場整備工事などの盛土材として活用する

ことを検討している。

MT-2 は pH7.0 と中性で，土壌環境基準を満たし

た材料であり，さまざまな用途で有効活用することが

期待できる。
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